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行
財
政
改
革
の
最
重
要
課
題
と
し
て
財

政
健
全
化
を
掲
げ
、
財
政
基
盤
の
強
化
を

中
心
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
２０

度
も
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
成
果
を

検
証
し
、
効
果
、
効
率
の
面
だ
け
で
な
く
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
質
、
量
、
水
準

を
徹
底
的
に
精
査
し
、
真
に
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
適
正
な
負
担
で
提
供
し
て
い

く
た
め
の
仕
組
み
を
確
立
し
、
そ
の
具
体

的
な
実
現
の
方
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
か
た
ち
で
情
報
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。
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具
体
的
な
取
組
の
一
つ
目
と
し
て
、
公

共
施
設
の
評
価
を
継
続
的
に
実
施
し
、
そ

の
検
証
を
活
か
し
、
有
効
活
用
に
向
け
た

取
組
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
同
時
に
、
将

来
的
な
施
設
の
老
朽
度
合
い
や
発
生
す
る

費
用
な
ど
を
予
測
し
、
施
設
の
修
繕
、
改

修
、
統
廃
合
、
必
要
が
あ
れ
ば
処
分
も
行

う
取
組
を
進
め
る
た
め
、
財
政
負
担
も
考

慮
し
た
市
有
公
共
建
築
物
の
耐
震
化
計
画

を
平
成　

年
度
ま
で
に
策
定
し
、
公
共
施

２２

設
の
耐
震
化
を
平
成　

年
度
ま
で
に
完
了

２７

で
き
る
ス
タ
ー
ト
の
年
度
と
し
ま
す
。
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具
体
的
な
取
組
の
二
つ
目
と
し
て
、
公

債
費
の
計
画
的
な
管
理
の
徹
底
が
あ
り
ま

す
。
社
会
基
盤
整
備
の
実
施
に
お
い
て
世

代
間
の
負
担
の
公
平
化
と
財
政
運
営
を
考
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貴
重
な
観
光
資
源
で
も
あ
る
爪
木
崎
、

寝
姿
山
自
然
公
園
及
び
下
田
公
園
な
ど
の

管
理
に
つ
い
て
、
周
辺
の
自
然
環
境
と
の

調
和
を
図
り
な
が
ら
、
保
護
や
保
全
に
努

め
、
人
と
自
然
が
豊
か
に
共
生
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

味
で
の
「
景
観
」
の
素
材
も
多
く
、「
下

田
市
景
観
計
画
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
景

観
条
例
の
制
定
を
市
民
と
協
働
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

花
協
議
会
や
花
の
会
と
協
働
し
て
、
市

民
・
来
遊
客
に
安
ら
ぎ
を
提
供
す
る
「
花

の
ま
ち
下
田
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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保
育
所
･
幼
稚
園
に
就
園
前
の
幼
児
を

持
つ
子
育
て
家
庭
の
育
児
不
安
解
消
の
相

談
機
能
を
有
し
、
ま
た
、
交
流
の
場
と
し

て
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
、

従
前
の
第
三
保
育
所
を
核
に
新
た
に
公
民

館
等
に
開
催
場
所
を
確
保
し
、
子
育
て
中

の
親
子
が
集
い
交
流
で
き
る
機
会
と
場
を

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

留
守
家
庭
の
小
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

を
対
象
と
す
る
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

を
、
新
た
に
平
成　

年
度
か
ら
稲
生
沢
小

２０

学
校
に
も
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
下
田
小

学
校
と
併
せ
２
か
所
で
実
施
し
ま
す
。
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「
有
料
指
定
ご
み
袋
制
度
」
と
「
持
ち

込
み
手
数
料
の
改
定
」
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
円
滑
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
、
ご
み
の
減
量
・
資
源
化

効
果
が
早
速
現
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
焼

却
炉
の
改
修
も
平
成　

年
度
中
に
完
了
し
、

２０

今
後
更
に
効
率
的
な
運
転
体
制
等
の
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
に
は
海
岸
線
や
街
並
み
、里
山
等
々

の
資
源
が
豊
富
で
、
ま
た
、
地
域
の
文
化
、

身
近
な
生
活
風
景
な
ど
を
含
め
た
広
い
意

稲生沢小にも 「放課後児童クラブ」 を設置

あじさいの咲く下田公園
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◆平成２０年度「施政方針」と「予算」の概要
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慮
し
、「
下
田
市
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
」
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年　

月
に
承
認
さ
れ
た

１９

１２

「
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
」
を

確
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
償
還
金
利
子
の
軽
減
財
源
は
、
今
後
の

財
政
健
全
化
に
有
効
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
５
年

１８

２２

間
で　

人
の
人
員
削
減
を
目
標
と
す
る

２８

「
第
３
次
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
中
期
財
政
見
通
し

の
方
針
に
基
づ
き
退
職
者
の
補
充
を
更
に

抑
制
し
て
お
り
、
平
成　

年
度
当
初
に
お

２０

い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
の
年
次
目
標

を
既
に　

人
上
回
る
職
員
の
削
減
と
な
っ

２０

て
い
ま
す
。
な
お
、
職
員
削
減
を
推
進
す

る
一
方
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

に
努
め
、
職
員
の
資
質
向
上
・
能
力
開
発

等
、
一
層
の
取
組
を
行
い
、
効
率
的
、
効

果
的
な
人
事
管
理
に
努
め
ま
す
。
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安
定
し
た
行
財
政
の
推
進
の
た
め
に
は
、

自
主
財
源
の
確
保
が
最
重
要
課
題
で
す
。

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
個
人
市
民
税
の
調

定
額
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
徴
収
強
化

が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
２０

４
月
よ
り
「
広
域
連
合
静
岡
地
方
税
滞
納

整
理
機
構
」
が
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
こ

の
地
方
税
の
滞
納
整
理
の
専
門
組
織
を
活

用
し
て
、
徴
収
困
難
事
案
の
処
理
を
更
に

推
進
し
、
税
の
公
平
性
の
確
保
と
収
納
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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「自然と共に生き、歴史に学び、 「自然と共に生き、歴史に学び、
人にやさしいまち」づくりを目指して人にやさしいまち」づくりを目指して

　

市
債
残
高
の
削
減
は
着
実
に
図
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
依
然
厳
し
い
状
況
か
ら
脱

し
き
れ
て
い
な
い
た
め
、
キ
ャ
ッ
プ
（
重

点
増
減
）
方
式
を
取
り
、
事
業
（
経
費
）

の
優
先
順
位
、
事
業
の
重
点
化
を
明
確
に

し
、
予
算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
進
行
管
理
を
徹
底

し
、
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
に
よ
り

行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
内
経
済
の
活
性
化
や
市
民
生
活
の
向
上

の
観
点
か
ら
、
必
要
性
・
効
果
の
高
い
事

業
へ
の
一
層
の
重
点
化
を
図
り
、
第
３
次

下
田
市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
下
記
の
基
本
理

念
と
重
点
施
策
を
掲
げ
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。
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健
全
化
の
推
進

�
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
実
現
と
市
民
参

加
型
の
行
政
の
確
立

�
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
活
用
し
た
観

光
産
業
の
醸
成
と
、「
元
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現

�
健
全
な
心
を
の
ば
す
教
育
環
境
の
整

備
と
福
祉
施
策
の
充
実
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�
効
率
的
行
財
政
運
営
（
下
田
市
集
中

改
革
プ
ラ
ン
）
の
推
進

�
観
光
施
設
及
び
観
光
資
源
の
有
効
利

用
の
推
進

�
地
域
産
業
経
済
活
性
化
へ
の
支
援

�
少
子
・
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
福
祉

及
び
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

�
市
民
生
活
に
直
結
し
た
環
境
整
備
及

び
防
災
対
策
事
業
の
推
進

�
第
８
次
教
育
施
設
整
備
５
ヶ
年
計
画

の
推
進

　

３
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
市
長
が
表

明
し
た
、
平
成　

年
度
の
市
政
運
営
の
基

２０

本
と
な
る
考
え
方
「
施
政
方
針
」
と
予
算

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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